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四
年
ぶ
り
に
二
泊
三
日
で
京
都
を
訪
問
し
た
。
二
〇
一
九
年
甥
の
結
婚
式
が
大
阪
で
あ
り
、
そ
の

機
会
に
京
都
を
巡
っ
た
。
そ
の
後
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
蔓
延
で
旅
行
は
自
粛
し
て
い
た
。

母
は
二
〇
一
一
年
東
日
本
大
震
災
の
一
週
間
後
に
亡
く
な
り
、
今
年
は
十
三
回
忌
で
コ
ロ
ナ
も
落
ち

着
い
て
き
た
の
で
、
皆
で
大
阪
に
集
ま
り
、
こ
の
機
会
に
京
都
を
訪
れ
た
。 

 

河
原
町
御
池
に
あ
る
ホ
テ
ル
に
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
し
、
部
屋
に
入
る
と
窓
外
に
東
山
の
光
景
が
広
が

る
。
「
蒲
団
着
て
寝
た
る
姿
や
東
山
」
の
通
り
、
比
叡
山
か
ら
大
文
字
山
、
伏
見
桃
山
ま
で
伸
び
や

か
に
横
た
わ
り
、
麓
に
は
懐
か
し
い
真
如
堂
三
重
塔
や
南
禅
寺
三
門
が
見
え
る
。 

祇
園
北
側
の
馴
染
み
の
店
で
食
事
を
予
定
し
て
い
た
が
、
数
日
前
に
店
の
主
人
か
ら
電
話
が
か
か

っ
て
き
た
。
「
済
ん
ま
へ
ん
。
漏
水
に
よ
る
工
事
で
店
を
開
け
ら
れ
ま
へ
ん
。
代
わ
り
に
祇
園
南
側

の
私
の
友
人
の
店
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
。
紹
介
さ
れ
た
店
は
お
茶
屋
街
の
中
に
あ
る
小

綺
麗
な
割
烹
だ
っ
た
。
愛
想
の
良
い
主
人
を
お
相
手
に
京
料
理
を
た
っ
ぷ
り
楽
し
ん
だ
。 

 

翌
日
は
十
三
回
忌
の
法
要
と
会
食
が
あ
っ
た
の
で
、
夕
食
は
ホ
テ
ル
の
地
下
に
あ
る
割
烹
で
軽
く

済
ま
せ
る
こ
と
に
し
た
。
一
品
料
理
を
頼
み
な
が
ら
酒
を
飲
む
。
メ
ニ
ュ
ー
に
京
都
の
酒
で
「
京
生

粋
」
と
あ
る
。
「
伏
見
の
酒
で
す
か
」
「
違
い
ま
す
。
こ
れ
は
洛
中
に
残
る
唯
一
の
酒
蔵
で
、
佐
々

木
酒
造
の
酒
で
す
」
「
え
っ
、
佐
々
木
蔵
之
介
の
実
家
で
す
ね
」
「
酒
蔵
は
聚
楽
第
の
あ
っ
た
と
こ

ろ
に
あ
り
、
千
利
休
も
お
茶
を
点
て
た
水
を
使
っ
て
い
ま
す
」
。
主
人
の
勧
め
で
京
生
粋
純
米
大
吟

醸
を
じ
っ
く
り
味
わ
っ
た
。 

 

東
京
に
戻
る
朝
、
大
徳
寺
塔
頭
芳
春
院
秋
吉
住
職
を
尋
ね
た
。
雨
上
が
り
の
大
徳
寺
に
は
凜
と
し

た
空
気
が
漂
っ
て
い
た
。
住
職
は
抹
茶
を
点
て
て
く
だ
さ
り
、
四
年
ぶ
り
の
再
会
と
は
思
わ
せ
ぬ
ほ

ど
親
し
く
歓
談
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
歓
談
後
二
〇
一
七
年
の
前
田
ま
つ
（
芳
春
院
）
四
百
年
忌
に

日
本
画
家
・
竹
内
浩
一
氏
の
描
い
た
七
十
二
面
の
襖
絵
を
丁
寧
に
案
内
さ
れ
、
そ
の
後
再
び
抹
茶
を

頂
い
て
寺
を
辞
し
た
。
住
職
は
「
京
都
に
来
ら
れ
た
ら
、
い
つ
で
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
」
と
温
か
い
言

葉
を
か
け
て
く
れ
た
。 


